
提出資料について

【ヒアリング内容】

地震調査研究推進本部の長期評価を公表する前に、電力会社と意見交換をするよう

になつた経緯と意見交換の内容。長期評価の変更実績

【ヒアリング時に提示を求められている資料】

地震調査研究推進本部事務局と、電力会社の間で情報をやりとりした記録。メール、

議事録、電力会社への提供資料等一式。共同通信の情報公開請求で提出した資料―

式

【提出資料】

○ メールの履歴
・2011年 2月 22日  Re:【内々にお願い】よろしくお願いします。
(地震調査研究推進本部事務局と東京電力のやりとり)
・2011年 2月 25日  【地震本部より内々にお伺い】
(地震調査研究推進本部事務局と日本原子力発電のやりとり)

○議事録、電力会社への提供資料
・日本海溝長期評価情報交換会 議事要旨
・宮城県沖地震の長期評価の改訂について (案 )

○共同通信の情報公開請求で提出した資料

(請求内容①)

長期評価部会 三陸沖から房総沖の地震活動の長期評価に関わる議論をした回の議
事概要と議事要旨

(提出内容)
・長期評価部会 (第 61回～第 68回 )論点メモ (※ )
日長期評価部会 (第 61回～第68回 )議事要旨 (案 )
(※ )「議事概要」に該当するものとして、「論点メモ」を提出。

(請求内容② )

長期評価部会 平成 23年 3月 11日前の貞観地震 ]津波を踏まえた長期評価の改
訂案

(提出内容)
・三陸沖から房総沖にかけての地震活動の長期評価 (第二版 :案)について
(長期評価部会第 166回 参考資料 5-2)

(請求内容③ )

平成 23年 3月 3日 長期評価改訂に関する情報交換会 資料・議事録 ヨ議事要旨
(提出内容)
上記「議事録、電力会社への提供資料」と同様。
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★
東北電力と日本原電にも、それぞれ連絡をとつてみます。
お知らせ頂き、ありがとうございました。

石井 透
cc.地震本部 北川・本田



【内々にお伺い】宜しくお願いします。
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〉Subject:Re:【 内々にお伺い】宣しくお願いします。
〉
ヽ

な|■日■l
〉〉:早速御返事頂き、どうもありがとうございます。
〉〉
〉〉候補日から担当者の都合を確認して御返事しますので
〉〉 しばらくお待ち下さい。今日は担当が外出しておりま
〉〉申し訳ありませんが、御返事は来週になると思います
〉〉
〉〉なお、昨日お送りしたメールが誤解を招いてしまった
〉と虫ユ』レlさん ,原電さんには当方から個別に連絡致し

,,IIIIII連
絡対応を御願いするという意味ではござい

〉〉そのために、差し支えなければ、先方の連絡先として
〉〉お名前や電話番号 。メールアドレスを御紹介いただけ
〉〉もしも御無理であれば、その旨御返事下さい。
〉〉   :

すす宜敷く御願い致します。
〉〉石井 透
〉〉                                 ´
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【内々にお伺い】宜しくお願いします。

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

≫

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

＞

石井様

ご連絡有難うございます.
いつもお心遣い戴きミ恐縮しております。

弊社は以下の日程でお打ち合わせさせて
戴ければ有難く存じます。
C)3/′ l  PM
C)3/′ 3 AM、 P‖
03/4 PM(14時 以降)
ご検討の程宜 しくお願い申し上げます。

なお、東北電力さんは施設の標高が高く
あまり影響がないようです.
原電の東海さんの方が影響が大きいようですが
いずれにしても最も影響が大きいのは東電の
模様です。
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〉〉 ― - Orl i na I Mess
〉〉 Fr
〉〉 To:
〉〉 Cc:
〉〉 Sent
〉〉 Subject
〉〉
〉〉
〉〉〉
〉〉〉
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〉〉〉いつも御世話になりありがとうございます。
〉〉〉文却科学省 (地震調査研究推進本部事務局)の石井です。
〉〉〉本日は、内々にお伺いしたく、メール致しました。
〉〉〉
〉〉〉地震本部では、2005年の宮城県沖の地震の発生、および、
〉〉〉この地域に於ける近年の新しい知見を前提に、現在、
〉〉〉宮城県沖地震の長期評価の見直しを組み込みつつ、
〉〉〉二陸沖～房総沖の長期評価 (第二版)をまとめつつありますぎ
〉〉〉その主なポイントは次の通りです。
〉〉〉
〉〉)   ・2Q05年には宮城県沖の北半分は未破壊
〉〉〉   ・三陸沖南部海溝寄りは宮城県沖とは別扱い
〉〉〉   ・貞観地震 (津波)も過去に発生したことに言及
〉〉〉   ・3月 中旬公表予定?(未定・まだ流動的か)
〉〉〉
〉〉〉そこで、この評価結果が公表された際に何らかの対外説明を
〉〉〉求められる可能性がある
〉〉〉   ・東京電力殿 (福島サイト) ・
〉〉〉   東ヽ北電力殿 (女川サイト)
〉〉〉の関係者の皆様には、事前に内々にその内容を御説明する機会を
〉〉〉設けたいと思いますが、如何でしょうか?
〉〉〉
〉〉〉◆東京電力殿人の御説明について
〉〉〉
御足労で恐縮ですが、御都合よるしい日時に文部科学省にお越し
頂いて御説明できれば有り難く存じます。候補日 (複数)を
お知らせ頂けば、調整致します。

◆東北電力殿への御説明について

どなたにお尋ねするのがよろしいか、もしも御紹介頂ければ
有り難く存 じます。電事連等の窓口を経由してでも構いませんが、
内々の話なので、直接の方が素速く対応出来るのではないかと
思い、勝手ながらお尋ねしました。

御返事お待ちしておりますので、宜敷く御願い致します.

***********‐ *******************キ 響 **
石  井    透        TORU  ISHII

文部科学省 研究開発局 地震・防災研究課
技術参与
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件名 Re:【地震本部より内々にお伺い】腱

りがとうございます。

に通信いたします。

↓

三陸沖～房総沖長期評価に関する御説明については以下のとおり開催いたします。

2011年 3月 3日 (木 ) 10:00～ (1～ 2時間程度)
於 文部科学省6階  6F3会議室

もし        の他にいらつしゃる方がおられましたら、
予め御i石爾顧語 面 F著頂ければt入館登録しておきますので、
宜敷く御願い致します。

当日は、東京電力様と東北電力様も同席する予定ですので、ご了承 ください。

以上、よろしくお願いします。

3-2-2

FAX:
E―mai

【地震本部より内々にお伺い】

文部科学省 石井様

いつもお世話になつております。       です。

ご送付いただきましたメールの件につきまして、弊社としては
是非ご説明していただきたいと考えており、下記の日時でご調整
させて頂きますよう、よろしくお願い申し上げます。



3/2(水)午前中、3/3(本 )午前中 (第一希望です)、 3/3(木 )16:00以降
3/4(金)15:00以降

なお、場所につきましては、文科省様の方に伺わせていただきたいと
思いますので、よろしくお願い申し上げます。

以 上
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初めて御連絡申し上げます。
文部科学省 (地震調査研究推進本部事務局)の石井と申します。
本日|ま、内々にお伺いしたく、メール致しました。

地震本部では、2005年の宮城県沖の地震の発生、および、
この地域に於ける近年の新しい知見を前提に、現在、
宮城県沖地震の長期評価の見直しを組み込みつつ、
三陸沖～房総沖の長期評価 (第二版)をまとめつつあります。
その主なポイントは次の通りです.

・2005年には宮城県沖の北半分は未破壊
・三陸沖南部海溝寄りは宮城県沖とは別扱い
・貞観地震 (津波)も過去に発生したことに言及
・3月 中旬公表予定?(未定 。まだ流動的か)

そこで、この評価結果が公表された際に何らかの対外説明を・

求められる可能性がある
日本原電東海サイト

の関係者の皆様には、事前に内々にその内容を御説明する機会を
設けた方がよろしいのではないかと思い、お知らせしました。

もしも御説明を希望される場合は、
御都合よろしい候補日 (複数)と場所 (貴社or文科省)を
お知らせ頂けば、調整致します。
都合がつけば当方より貴社に御説明に伺っても構いませんし、
逆にもしも無理なく当方 (虎ノ門です)に お立ち寄り頂ける
機会がございましたら、こちらで御説明することも可能です。

御返事お待ちしておりますので、宜敷く御願い致します。
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石 井  透    TO剛  ISHll

文部科学省 研究開発局 地震・防災研究課
技術参与
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関係者限り

日本海溝長期評価情報交換会 議事要旨

参加者 :

東京電力

3/3(木 ) 10:00～ 12:00

文部科学省 6階 6F3会 議室
三陸沖～房総沖の長期評価 (第二版)に関係する原子力事業者を対象とした非公式事前説明

下記 (敬称略)

日本原子力発電

文部科学省

★

北川 貞之  (研究開発局 地震・防災研究課 地震調査管理官)
本田 昌樹  (研究開発局 地震・防災研究課 本部係長)
石井  透  (研究開発局 地震・防災研究課 技術参与)
議事要旨

.三陸沖～房総沖の長期評価 (第二版)の案に関して事務局より説明した。

.質疑応答  (「→」以下は事務局応答 )
。産総研のモデル10でも中位段丘位面の説明ができない。貞観地震の波源域もわかつてないのでそれが

わかる書き振りにして欲しい。

→産総研のモデル10は、少なくともこれくらいの規模はあるということを示すものであり、評価に載

せる。

・活断層の地域評価が始まるということなので、電力各社との意見交換会を開催してもらいたい。
→意見交換会を後日開催したい。

・長期評価の改訂にあたり、相当資料を集めた科学的根拠を否定するものではない。ただ、世間には一

部の文言のみを過大に受け取る方もいるので評価文の説明を詳しくするようにご配慮いただきたい。

・貞観地震以外の地震の津波はどこから来たのか (震源域がどこなのか)は、まだわかつていないので、

貞観地震が繰り返していると誤解されぬようにして欲しい。

→内容は変えないが、誤解を生じにくいように文章を工夫したい。

・貞観地震の地震動についてはよく分からないので出していないこと、15世紀のものもよく分からない

ことなどが理由も含めて分かるようにしてもらいたい。

→地震動についての繰り返しは不明なので、それが分かるようにしたい。

以 上

1

2



宮城県沖地震の長期評価の改訂について (案 )

(1)評価の改訂の経緯
。 前回の評価 (平成 11年 )から 10年以上経

過

・ 宮城県沖地震における重点的調査観測な

ど知見の蓄積が見られた

・ 2005年に発生した地震の評価
・ 宮城県沖地震のみ単独で評価 していたも

のを「三陸沖から房総沖にかけての地震活

動の長期評価」へ組込みが必要

(2)これまでの評価の概要
宣.城県控.塾震
。平均活動間隔 37.1年

・次の地震 M7.5前後、南部海溝寄りと連動
・今後 30年間の発生確率 99%
三陸沖南部海溝寄り

平成 23年 3月 3日

文部科学省 地震・防災研究課
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M8.0前後

・ 1798年の地震は宮城県沖との連動で M8。 2
0平均活動間隔 105年程度、M7.7前後、宮城県沖と連動するとM8.0前後

(3)今回の評価 (抜粋 )
宮2.星止
(1)過去の地震活動
宮城県沖の地震は、地震の規模や破壊されるアスペ リティが一様ではなく、当該の

震源域全体のアスペ リティ群を破壊 した 1978年の地震 と同様の型 (以下、1978型 と

いう)(M7.4程度)と 1978型のアスペ リティを一部破壊 した地震 (以下、一部破壊

型 という)(M7.2前後)と に判別 した。
過去の宮城県沖の地震については、1978型 と一部破壊型の地震は 1897年以降現在

までの約 100年間に合わせて 6回発生したと考えられる。ここで 1933年、1936年、

1937年の地震を一連の活動 と見なし、さらに 2005年の地震は次の地震と一連の活動

と見なして活動間隔の計算に用いないとすると、活動間隔は 39.7年から 41.6年 まで

の範囲となり、平均活動間隔は 40。 7年となる。
なお、1897年より前の地震についてはデータが十分でないと判断し評価を行わな

かった。
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(2)次の地震について
2005年の地震は、1978年の地震で破壊された 3つのアスペ リティの うち南側のも

のが破壊されたに過ぎない。次の地震では、1978年の地震のアスペ リティ群の うち

2005年の地震で破壊されなかったアスペ リティが破壊する可能性が高いと考えられ

る。更新過程 (BPT分布を適用)に よれば、ばらつきαを 0.19～ 0.24と して、今後
30年以内の地震発生確率は 90%程度以上 (96%～99%)と 推定される。次の地震の

規模は、1978年の地震のアスペ リティ群の うち 2005年の地震で破壊されなかったア

スペ リティが 1度に破壊 した場合、M7.3前後 と推定される。
三陸沖南部海溝寄 りの地震後経過率が 1.0を越えていることから、宮城県沖と三陸

沖南部海溝寄りが連動する可能性も考えられる。

三陸上菫部海溝寄り

(1)過去の地震活動
1793年に M7.9の地震があり、死傷者を伴つた。1897年 8月 には M7.7の地震が

発生しているが、死傷者は無かった。このような地震活動については、105年程度の

間隔でここを震源域とする地震が繰り返した可能性があると考え、固有地震として扱

うこととした。

(2)次の地震について
1793年及び 1897年 8月 にここを震源 とした地震があったと考えられ、発生間隔は

105年程度 (104.5年 )であったと考えられる。2009年 1月 1日 現在の経過年数が

111.4年であることから、更新過程 (BPT分布を適用)に よれば、ばらつきαを 0.19

～0.24と して、今後 30年以内の発生確率は 80～ 90%、 今後 50年以内で 90%程度も

しくはそれ以上と推定される。

次の地震の規模は、過去に発生した地震の規模を参考にすると、ここを震源域 とす

る地震が発生した場合は M7.9程度 と推定される(

宣塑理塑過亜皇馳 虹聾」エ

(1)過去の地震活動
869年に地震があり、地震動及び津波を伴い、死傷者を伴った (貞観地震)。 地質

調査等からこの地震の震源域は少なくとも宮城県沖と二陸沖南部海溝寄りから福島

県沖にかけての海域を含み、地震の規模は M8.3程度と推定される。

(2)次の地震について
宮城県中南部から福島県中部にかけての沿岸で、巨大津波による津波堆積物が過去

2500年間で 4回堆積しており、そのうちの一つが 869年の地震 (貞観地震)に よる

ものとして確認された。最新は西暦 1500年頃の津波堆積物で、貞観地震のものと

同様に広い範囲で分布していることが確認された。貞観地震以外の震源域は不明であ

るが、これらの地域では、巨大津波が複数回襲来していることに留意する必要がある。
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2005年の地震
01978年の地震は少なくとも3つのアスペリティを破壊した。
・2005年の地震は1978年のアスペリティのうち南部のアスペリティのみを破壊した。
・2005年の地震の余効すべりは、破壊を免れたアスペリティのひずみを解放してはいない。
・2005年の地震で破壊されたアスペリティにおける固着は、2007年初め頃までにほぼ回復した。

V′

1978年と同様に、アスペリティ群を一度
に破壊するものと、アスペリティの一部

を破壊するものがある。

18

宮城県沖地震のすべり量分布
・1978年 (黒線 )
・2005年 (カラーパターン) (VVu et al.2008)

2005年の余震
141 30'E 14200'E 14230'E 14300'E

3830'N

3800(N

1978年宮城県沖地震(M7.4)と 2005年の宮城県沖の地震(M7.2)との比較。
地震発生後2日 間の余震の震央分布を示す (Okada etaL 2005 28))。
赤色コンターはYamanaka and Kikuchi(2004)

青色コンターはYaginuma et aL(2006)橙 隼矩形は Seno et aL(1980)震 源断層モデル
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1930年代の地震
__」■10E      1415E
390N

ゞ

142(〕 E      1425E      143{〕 E      143.5[

1978

38.5N

青 :1933年

赤 :1936年

緑|:1937年

紫 :1978年

380N

19:j7
●

50 km
●

37.5N

19331年 、1936年、1937+年及び 19781年の
宮城県沖地震の本震 (星印)と余震 (丸印)
の再決定された震央分布 (Umino et aL 2006)

(:| ⊂:'1933

●

地震の系列の同定
現行評価

今回の評価

アスペリティの議論を行うため、
1897年以降の近代観測開始以降の

地震のみで同定

平均間隔40.7年

地震発生年月日 M

1793年2月 17日 M8.2程度
南部海溝寄

りとの連動

1835年7月 20日 M7.3程度 単独

1861年 10月 21日 M7.4程度 単独

1897年2月 20日 M7.4 単独

1936年 11月 3日 M7.4 単独

1978年6月 12日 M7.4 単独

地震発生年月日 M

1897年12月 20日 M7.4

1933年6月 19日 M7.1 一部破壊
・

1936年 11月 3日 M7.4 一部破壊

1937年 7月 27日 M7.1 一部破壊

一
連
の
活
動

1978年6月 12日 M7.4

2005年 8月 16日 M7.2 一部破壊

○○筆○月○囲 卜澪7.3 一部破壊

一
連
の
活
動
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三陸沖南部海溝寄り

これまでの評価

ん
ソ

平均活動間隔105年程度
次の地震M7.7前後

宮城県沖と運動 M8.0前後

1793年の地震による震度分布等 都司(2000)pre― prlnt
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地震発生年月日 地震の規模

1793年 2月 17日 M8.2 宮城県沖との連動

18971年8月 5日 M7.7

三陸沖南部海溝寄り

今回の評価
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地震後経過率が 1.0を超えているため

宮城県沖地震との運動の可能性
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1793年2月 17日 の地震による震度分布 (松浦ほか 2006)
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地震発生年月日 地震の規模

1793年12月 17日 M7.9

1897年18月 5日 M7.7
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貞観当時の推定地形と 基経課躍鶏囲肝
点的調査観測

津波堆積物の位置

貞観地震の断層モデルと最大浸水深
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宮城県沖地震における重点的調査観測
総括成果報告書(2010)
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津波堆積物の地域間対比
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過去2500年間で4回の堆積物

宮城県沖地震における重点的調査観測
総構成果報告書(2010)
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